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大学院文学研究科 オープンファカルティ

 　国内外の研究者を招いて、様々なテーマで講演やディスカッションを行う複数のシンポジウムと、森之宮キャンパスに移転した複数の学部・

研究科の研究者が集まり、研究発表を行う合同研究フォーラムを開催します。
また、文学研究科への大学院進学を考えている方のための専修別説明会と事前相談を行います。なお、１週間前の 11 月 22 日（土）午後にも
文学研究科の大学院説明会（オンライン）を行いますので、こちらにもご参加ください（詳細は文学研究科の HP 参照）。

11/29
・金石範生誕 100 年記念シンポジウム
金石範は 1948 年に済州島で起きた島民虐殺事件である「四・三」を描いた大長編小説『火山島』で知られる小説家です。森之宮にほど近い猪
飼野（現・生野区および東成区にまたがる地域）で生まれ育ちました。本シンポジウムではその生誕 100 年を記念し、「四・三」と在日朝鮮人集落、

「日本語文学」について、作家・金泰生との関係など、幅広い観点から金石範について議論します。
　日時　11 月 29 日（土）10：00 ～ 12：30
　場所　11 階 1101 号室
　報告　伊地知紀子（文学研究科・社会学）・鄭栄桓・高橋梓・中里久弥／討論　呉世宗／モデレーター　宋恵媛（文学研究科・アジア文化学）
　特別ゲスト　金時鐘（詩人）

・森之宮移転 4 部局 合同研究フォーラム　「冒険　知の森へ」
文学研究科・生活科学研究科・リハビリテーション学研究科・国際基幹教育機構の院生・ポスドク・若手教員を含む研究者が複数のセッション
に分かれて研究発表を行い、森之宮を拠点として 4 部局が展開する新たな共同研究や「総合知」「社会共創」を目指した取り組みの可能性を提示し、
広く討議します。
テーマは、衣食住、健康、福祉、歴史、言語、文化、人間行動、アートなどの多彩な分野に及びます。一般の方の聴講も歓迎します。
　日時　11 月 29 日（土）13:00 ～ 17:15
　場所　11 階 1105・1106 号室ほか

11/30
・2024 ～ 25 年度戦略的研究・拠点形成型シンポジウム「大阪の歴史文化研究・多文化共生の拠点構築を目ざして」
文学研究科を中心に理系・文系の多彩な研究者が共同で進めるプロジェクトの一環として開催するシンポジウムです。長年にわたる都市大阪の
歴史を通じて育まれた多様な歴史資料や文化・芸能・美術などに関わる地域遺産をネットワーク化することで、地域住民の皆さんと連携してそ
の活用を拡大し、街づくりや観光にも活かそうとする取り組みです。文学研究科は、人文学学際研究センター（HIRC）とも協力して、大阪城
に隣接した森之宮キャンパスに、多文化共生の視点も加えながら、大阪の歴史文化研究の拠点構築を目ざします。大阪の歴史や文化、街づくり
や観光の今後に関心を持つ、多くの市民の皆さんの参加を歓迎します。
　日時　11 月 30 日（日）10:00 ～ 12:00
　場所　11 階 1101 号室
　登壇者　岸本直文（文学研究科・日本考古学）ほか

・HIRC・イリノイ大学 CEAPS　国際共同シンポジウム「持続可能な政治・社会・文化の創造を目指して―日本文化の国際性を軸に―」
文学研究科の人文学学際研究センター（HIRC）は、2010 年代からイリノイ大学東アジア太平洋研究センター（CEAPS）との間で、毎年、両大
学の研究者が研究成果を交流する形で国際シンポジウムを開催してきました。今年度は、森之宮キャンパス開設を記念して、持続可能な政治・
社会・文化の創造や日本文化の国際性をめぐる CEAPS 研究者の発表を受けて広く討議を行います。
人文学を基軸とした多様な学問との協同や地域社会との連携をさらに発展させ、「知の森」の実現を展望します。一般の方の聴講も歓迎です。
　日時　11 月 30 日（日）13:00〜17:00
　場所　11 階 1101 号室 
　報告　マシュー・S・ウィンター ズ Matthew  S. Winters  教授（CEAPS 所長、国際政治学・開発支援）
　　　　ロバート・ティアニー  Robert Tierney  教授（CEAPS ／ EALC、日本近代文学）
　　　　ロデリック・I・ウィルソン  Roderick I. Wilson  准教授（CEAPS ／ EALC、日本史・近現代史・環境史）
　　　　ジャン・ピエロ・ペルシアーニ  Gian Piero Persiani  助教授（CEAPS ／ EALC、日本文学・和歌）
　　　　軍司 直子  Naoko Gunji  助教授（CEAPS ／ EALC、日本文学・日本美術史）
　ファシリテーター　橋本博文 准教授（文学研究科・HIRC 副所長、社会心理学・比較文化心理学）

両日とも
・大学院・専修別説明会、事前相談　11:00 ～ 17:00
　哲学・日本史学・東洋史学・西洋史学・社会学・心理学・教育学・地理学・国語国文学・中国語中国文学・英語英米文学・ドイツ語圏言語文化学

　フランス語圏言語文化学・言語応用学・表現文化学・アジア文化学・文化資源学

文学部 オープンキャンパス
9 月にオープンしたばかりの新・森之宮キャンパスでの初の開催となります。
大教室で大阪公立大学文学部での学び、研究、進路についての概要を知ることができる学部全体説明会と、教員や学生が普段研究をしている研
究室や演習室で、各コースの学びや研究の詳細を知ることができるコース別説明会（模擬授業、個別相談会、研究室見学会を含む）を開催します。
・学部全体説明会（11 階 1112 号室）11 月 29 日（土）10:30 ～ 11:30 ／ 14:00 ～ 15:00、30 日（日）10:30 ～ 11:30
・各コースの説明会ほか（11 階・12 階の各コースの多目的合同演習室や各教室）
　　哲学・日本史・世界史・社会学・心理学・教育学・地理学・国語国文学・中国語中国文学・英米言語文化・ドイツ語圏言語文化・フランス語圏言語文化・　　
　　表現文化・アジア文化・文化資源

お問い合わせ：大阪公立大学文学部 gr-kyik-lit@omu.ac.jp
　〜9/23 杉本キャンパス     〒558-8585 大阪市住吉区杉本 3-3-138　大阪公立大学文学部　Tel: 06-6605-2353
　9/24〜 森之宮キャンパス 〒536-8525 大阪市城東区森之宮２丁目１番 132 号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪公立大学 森之宮キャンパス 12 階 文学部事務室　Tel: 06-6167-1515

生活科学部、医学部リハビリテーション学科のオープンキャンパスについては、各学部の HP をご確認ください。
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